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 要  旨  
 
現在、超大画面ディスプレイとして主にプロジェクタが用いられているが、輝
度や投射スペースの制約などの課題を持っている。一方、プラズマディスプレイ
(PDP)は自発光で大画面化が容易という利点があるが、発光効率が2.2 lm/Wと他の
ディスプレイと比べて低いという欠点がある。  
最近、電極間隔を広くし、高効率な陽光柱を利用する対向放電型PDPが開発さ
れている。そこで本研究では200インチを超える超大画面ディスプレイ実現に向
け、対向放電型PDPの更なる発光効率向上を目指し、A電極に遅延Dパルスを印加
する新駆動波形を考案した。  
一般的に電流密度の低い放電を形成すれば高効率となるが、輝度も低くなって
しまう。これに対し、遅延Dパルスは輝度の低下なしに電流密度の低い放電を形
成できるよう、サステインパルス印加開始から少し遅れて印加し、A電極上に蓄
積する壁電荷を利用して放電セル内の電界を擾乱することで、電流密度が低い高
効率放電を形成することができた。  
測定は対角5.35インチの対向放電型パネルを用いて行った。サブピクセルピッ
チは1mm×0.75mmで、1ピクセルは3×4の12サブピクセルで構成されている。放
電ギャップは450µmである。封入ガスはNe-Xe30%で、ガス圧力は47kPa、60kPa、
73kPaの3種類のパネルを使用し、そのそれぞれにデータ電極幅が100µm、300µm、
500µmの3領域がある。なお、本セルサイズで解像度1920×1080のフルHDとする
場合、ディスプレイサイズはおよそ対角260インチとなる。  
遅延Dパルスを印加したことにより電流密度が低下し、放電領域が広がってい
ることが確認できた。これまでにもA電極にパルスを加える方法はいくつか考案
されてきたが、それらは放電を発生させて電流密度を低下させているのに対し、
本方式では放電は発生しないため、パルスを印加しても消費電力は増加しない。  
遅延Dパルスの印加タイミングは、サステイン放電の放電電流が終了した直後
であること、電圧はX/Y-A電極間で放電が発生しない程度に設定すれば効率向上
効果が高いことがわかった。また、電界の擾乱効果を十分得るためにX/Y-A電極
間隔に比べX-Y電極間隔の長いパネルを使用する必要があることがわかった。  
遅延Dパルスを用いた本駆動方式を適用することにより、発光効率は最大38%
向上し、輝度は43%向上した。また、最大発光効率はp=47kPa、w=300µm、Vsus=320V、
Tsus=300µs、τsus=100µs、VdelayD=60V、τdelay=1µsのとき6.1 lm/Wが得られた。  
 
